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１　令和８年３月　商工労働部補正予算（案）総括表

【一般会計】 (単位：千円)

8,446,419 130,841 8,577,260

742,006 3,040 745,046

(項１)労働諸費 742,006 3,040 745,046 勤労者雇用対策費 3,040

7,704,413 127,801 7,832,214

(項１)商工費 7,704,413 127,801 7,832,214 経営改善指導費 300

創業等支援事業費 1,305

商工業振興資金等貸付
事業費

40,171

緊急経営基盤安定資金
貸付事業費

12,714

企業誘致対策費 4,150

薬業振興事務費 3,308

物産振興事業費 13,082

観光客誘致宣伝費 30,725

観光案内所管理費 24,753

観光施設費 △ 30,000

フィルムコミッション
事業費

△ 3,000

牛岳温泉スキー場事業
特別会計繰出金

30,293

【競輪事業特別会計】 (単位：千円)

32,111,393 △ 786,774 31,324,619

32,111,393 △ 786,774 31,324,619

(項１)競輪費 32,111,393 △ 786,774 31,324,619 14,285

開催費 △ 1,743,955

記念競輪事業費 △ 130,344

23,228

△ 2,150

包括委託事業費 △ 2

大阪・関西万博協賛競
輪事業費

△ 17,836

1,070,000

区分 

予算科目(款・項）

商 工 労 働 部 合 計

(款５)労働費

(款７)商工費

区分 

予算科目(款・項）

競 輪 事 業
特 別 会 計 合 計

(款１)競輪費

管理費

競輪施設整備事業費

競輪事業基金費

一般会計繰出金

補正前の額 今回補正額 補正後の額
備考

補正前の額 今回補正額 補正後の額 備考
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【商工業振興資金等貸付事業費】

２ 商工業振興資金等貸付事業について

［商工労政課］

(1) 補正額 ４０，１７１千円

財源内訳 一般財源 ４０，１７１千円

(2) 補正の目的

貸付残高の増加により利子助成金、貸付残高の増加と基準貸付利率

（日本銀行）の上昇により預託資金調達補給金にそれぞれ不足額が生

じることから、事業費を増額するもの。

(3) 補正の内容

（単位：千円）

備考

［貸付残高（令和８年１月末現在）］

令和８年１月末貸付残高 ２１，３３５，６６３千円

令和７年１月末貸付残高 １８，１０５，１５１千円

貸付残高増加分 ３，２３０，５１２千円

［基準貸付利率の推移（日本銀行、令和８年１月末現在）］

平成２０年１２月１９日～ ０．３０％

令和 ６年 ８月 １日～ ０．５０％

令和 ７年 １月２７日～ ０．７５％

令和 ７年１２月２２日～ １．００％

補正前の額 今回補正額 補正後の額

補助金 ２９９，７０３ ４０，１７１ ３３９，８７４
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【緊急経営基盤安定資金貸付事業費】

３ 緊急経営基盤安定資金貸付事業について

［商工労政課］

(1) 補正額 １２，７１４千円

財源内訳 一般財源 １２，７１４千円

(2) 補正の目的

基準貸付利率（日本銀行）の上昇により預託資金調達補給金に不足

額が生じることから、事業費を増額するもの。

(3) 補正の内容

（単位：千円）

備考

［基準貸付利率の推移（日本銀行、令和８年１月末現在）］

平成２０年１２月１９日～ ０．３０％

令和 ６年 ８月 １日～ ０．５０％

令和 ７年 １月２７日～ ０．７５％

令和 ７年１２月２２日～ １．００％

補正前の額 今回補正額 補正後の額

補助金 ２５４，００５ １２，７１４ ２６６，７１９
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【勤労者雇用対策費】

４ 奨学金代理返還支援事業について

［商工労政課］

(1) 補正額 ４０千円

財源内訳 国庫補助 ２０千円

（地域未来交付金・地域未来推進型）

一般財源 ２０千円

(2) 補正の目的

地域未来交付金・地域未来推進型を活用し、従業員の奨学金代理返還

を実施する市内中小企業に対して、補助金を交付することにより、若い

世代の実質所得の向上と企業の人材確保の支援を図るもの。

(3) 補正の内容

（歳出予算科目）消耗品費 ２０千円

通信運搬費 ２０千円

奨学金の返還義務がある従業員を雇用し、その奨学金を代理返還する

市内中小企業に対し、企業が代理返還した奨学金に対して補助する。

ア 補 助 率 企業が代理返還した額の１／２

イ 対 象 期 間 最長３年

ウ 補助限度額 １人あたり９万円／年度（１企業 最大５人）

なお、令和８年度採用者に対して、令和９年度から補助するもの。

※代理返還制度について

日本学生支援機構より奨学金を受けていた従業員の返還金の一部又

は全部を企業が日本学生支援機構に直接送金することにより従業員を

支援する制度
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【勤労者雇用対策費】

５ TOYAMA Girls'Day 事業について（新規）

［商工労政課］

(1) 補正額 ３，０００千円

財源内訳 国庫補助 １，５００千円

（地域未来交付金・地域未来推進型）

一般財源 １，５００千円

(2) 補正の目的

地域未来交付金・地域未来推進型を活用し、企業の理工系人材の不足

を踏まえ、研究職や技術職の魅力を伝えるイベントを開催し、若い世代

や女性の理工系への進路選択の促進を図るもの。

(3) 補正の内容

（歳出予算科目） 負担金 ３，０００千円

ものづくり企業が中心となって、工場見学やワークショップ等を実施

するオープンファクトリーの実行委員会に参画し、民間主導による産学

官連携により、「TOYAMA Girls'Day」を開催する。
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【経営改善指導費】

６ 富山市グッドアクションカンパニー大賞事業に

ついて

［商工労政課］

(1) 補正額 ３００千円

財源内訳 国庫補助 １５０千円

（地域未来交付金・地域未来推進型）

一般財源 １５０千円

(2) 補正の目的

地域未来交付金・地域未来推進型を活用し、市内中小企業の人材確

保や社会課題の解決等に向けた模範的な取組（グッドアクション）を

顕彰する「富山市グッドアクションカンパニー大賞」を開催し、優良

事例を市内企業へ普及展開することで、地域経済の更なる活性化を図

るもの。

(3) 補正の内容

（歳出予算科目） 負担金 ３００千円

富山商工会議所との共催により、働きやすい環境整備や「こどもまん

なか」社会の実現、社会貢献に取り組む市内中小企業の好事例を募集し、

表彰する。
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【創業等支援事業費】

７ 飲食業等創業者支援事業について

［商工労政課］

(1) 補正額 １，３０５千円

財源内訳 国庫補助 ６５０千円

（地域未来交付金・地域未来推進型）

一般財源 ６５５千円

(2) 補正の目的

地域未来交付金・地域未来推進型を活用し、富山市内で創業を目指

す方や、創業間もない方に対し、店舗の運営経験やＰＲの場を提供す

ることで、創業機運の醸成と販路開拓支援を図るもの。

(3) 補正の内容

（歳出予算科目） 委託料 １，３００千円

その他事務費 ５千円

ア 対 象 者 市内に住所又は本店を有し、次のいずれかの要件を

満たす者。

①特定創業支援等事業による支援を受け、市内で

新たに飲食店等の創業を考えている者

②市内で飲食店等を創業してから３年を経過し

ない者

イ 出店期間 原則、連続した５日間

ウ 出店者数 ５事業者程度

エ 出 店 料 無料
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【企業誘致対策費】

８ 企業誘致対策事業について

［企業立地課］

(1) 補正額 ４，１５０千円

財源内訳 国庫補助 ２，０７５千円

（地域未来交付金・地域未来推進型）

一般財源 ２，０７５千円

(2) 補正の目的

地域未来交付金・地域未来推進型を活用し、若者にとって魅力的で、

将来の成長が期待される情報通信関連産業等を中心とした企業の誘致を

図り、若者の働く場の創出による市内定着と本市経済のさらなる活性化

に取り組むもの。

(3) 補正の内容

（歳出予算科目） 委託料 ４，１５０千円

三大都市圏の情報通信関連企業等の中から成長性や安定性の高い企業

に対し、立地意向に関する調査を実施する。

また、本市への立地意向の高い企業を抽出し、その企業に対して誘致

のための面談を実施することで本市への立地を促進する。
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【薬業振興事務費】

９ 「富山やくぜん」普及推進事業について

［コンベンション・薬業物産課］

(1) 補正額 ３，３０８千円

財源内訳 国庫補助 ５００千円

（地域未来交付金・地域未来推進型）

一般財源 ２，８０８千円

(2) 補正の目的

地域未来交付金・地域未来推進型を活用し、「富山のくすり」のイメ

ージを活かし、富山の食材と健康に良いとされる食材を使い、安心・安

全にも配慮するなど認定基準を満たす料理を「富山やくぜん」として認

定し、「くすりのまち富山」のイメージアップ並びに観光客の誘致を図

るもの。

(3) 補正の内容

（歳出予算科目） 報償費 ２７９千円

消耗品費 １４千円

手数料 １５千円

委託料 ３，０００千円

ア 「富山やくぜん」の認定（認定委員会、試食審査、認定証発行等）

イ 富山やくぜん研修会（新規・更新用）の開催

ウ 認定店等紹介ガイドブックの作成

エ ホームページ等の維持管理

オ ＳＮＳを活用したＰＲ、情報発信

カ 外国人観光客向け「富山やくぜん」ＰＲグッズ作成
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【物産振興事業費】

１０ とやま満喫事業（外国人観光客向け 富山まるごと

おもてなし事業）について

［コンベンション・薬業物産課］

(1) 補正額 ２，０００千円

財源内訳 国庫補助 １，０００千円

（地域未来交付金・地域未来推進型）

一般財源 １，０００千円

(2) 補正の目的

地域未来交付金・地域未来推進型を活用し、本市を訪れた外国人観光

客に対し、本市の伝統的産業・文化である薬業や工芸品の紹介や特産品

の試食販売を通じて、本市ならではの魅力を伝え、本市の知名度の向上

を図るもの。

(3) 補正の内容

（歳出予算科目） 委託料 ２，０００千円

ア 富山駅でのＰＲイベントの実施

おわら風の盆開催期間中、富山駅南北自由通路において、物産の

販売、「富山のくすり」のＰＲ、とやまガラスのＰＲ・販売、伝統

工芸品（木象嵌、とやま土人形）のＰＲ・販売の各ブースを設け、

富山の様々な魅力を感じ、富山を満喫してもらうイベントを実施す

る。
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【物産振興事業費】

１１ 富山の物産国際展開事業について

［コンベンション・薬業物産課］

(1) 補正額 １１，０８２ 千円

財源内訳 国庫補助 ５，５１６千円

（地域未来交付金・地域未来推進型）

一般財源 ５，５６６千円

(2) 補正の目的

本市の豊かな食や物産、すしなどについて国際的な発信力の強化や海

外販路拡大を図るため、地域未来交付金・地域未来推進型を活用し、欧

州においてトップセールスや現地調査を実施するとともに、本市の知名

度向上、インバウンド客の誘致及び市内事業者・生産者の持続的な海外

事業展開につなげるもの。

(3) 補正の内容

（歳出予算科目） 特別旅費 ２，４３２千円、消耗品費 ５０千円

委託料 ５，０００千円、補助金 ３，６００千円

ア 富山の物産国際展開事業 ３，６００千円

自国食文化の国際的な普及を図る先進地において、食文化を発信

している食関連教育機関の調査やイタリア最大級の食の国際見本市

等、海外市場の動向やニーズを把握するため、本市物産の国際展開

及び海外販路拡大に取り組む民間団体を支援するもの。

イ 海外ＰＲ事業 ７，４８２千円

欧州において、富山の食を広くＰＲし、富山ブランドの海外販路

開拓を図るため、食文化教育及び地域食材のブランド化に関する先

進的な取組を視察するとともに、既に本市との間で都市計画に関す

る協力確認書を締結しているサン・セバスチャン市と食に関する意

見交換を行うほか、物産イベント「（仮）TOYAMA DAY」で、すし、

日本酒をはじめとした富山の物産を出品する。

11



【観光客誘致宣伝費】

１２ 地域交通利用促進事業について

［観光政策課］

(1) 補正額 ４，２２５千円

財源内訳 一般財源 ４，２２５千円

(2) 補正の目的

昨年１月にニューヨーク・タイムズ紙において本市が紹介されたこ

とを受け、市内に宿泊する観光客への市内電車利用料金の割引及び無

料券の利用者数が当初見込みを上回ることから、不足分を増額するも

の。

(3) 補正の内容

（単位：千円）

〔参考〕割引及び無料利用券の利用実績・見込

区分 当初予算額 今回補正額 補正後の額

通信運搬費 １７，６０８ ４，２２５ ２１，８３３

日本人 120 69,401人 8,307,960円 18,969人 2,270,580円 88,370人 10,578,540円

外国人 240 35,257人 8,461,440円 11,634人 2,792,160円 46,891人 11,253,600円

104,658人 16,769,400円 30,603人 5,062,740円 135,261人 21,832,140円

区分
割引
運賃
(円)

実績(4～12月) 今後の見込(1～3月) 合計

人数 金額 人数 金額 人数 金額
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【観光客誘致宣伝費】

１３ 「すしのまち とやま」ブランド化事業について

［観光政策課］

(1) 補正額 ９，２００千円

財源内訳 国庫補助 ４，４００千円

（地域未来交付金・地域未来推進型）

一般財源 ４，８００千円

(2) 補正の目的

地域未来交付金・地域未来推進型を活用し、新鮮で多彩な海の幸

を使った寿司が味わえる本市の魅力の情報発信やプロモーションを通

じて、「すしのまちとやま」の認知度向上、本市を訪れる観光客の誘

致を図るもの。

(3) 補正の内容

（歳出予算科目）委託料 ４，０５６千円、補助金 ５，１４４千円

ア ホームページやＳＮＳによるプロモーション ３，９００千円

県内外へ本市の寿司の魅力を届ける取組として、旬の魚や寿司

種などの情報を、ＳＮＳ等にて週１回程度発信する。

イ 市役所食堂ます寿し食べ比べ定食の提供を支援 ３００千円

市役所食堂において「ます寿し」の食べ比べ定食を年４回提供

するために必要な経費について支援する。

ウ すし握り体験の実施を支援 ５，０００千円

本市の魅力の一つである寿司文化を生かし、外国人観光客等が

「自ら寿司を握り、味わう」体験ができる環境の整備に対して支

援する。
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【観光客誘致宣伝費】

１４ 魅せるおわら事業について

［観光政策課］

(1) 補正額 ８，０００千円

財源内訳 国庫補助 ３，８５０千円

（地域未来交付金・地域未来推進型）

一般財源 ４，１５０千円

(2) 補正の目的

地域未来交付金・地域未来推進型を活用し、本市の伝統行事である

「越中八尾おわら風の盆」を後世に伝えるとともに、市民をはじめと

した全国のおわらファンや観光客など、幅広い層におわらの新たな魅

力を認識していただくため、実際の演舞とモーショングラフィック映

像等による背景とを融合したステージ公演を行い、更なる知名度の向

上を図るもの。

(3) 補正の内容

（歳出予算科目） 委託料 ８，０００千円

ア 日程 （予定）令和８年８月２６日（水）、２７日（木）

１日２回 計４回公演

イ 場所 オーバードホール 中ホール

ウ 出演 （一社）富山県民謡越中八尾おわら保存会

エ 演出 （公財）富山市民文化事業団

14



【牛岳温泉スキー場事業特別会計】

１５ 牛岳温泉スキー場事業について

［牛岳温泉スキー場］

(1) 補正額 ０千円

(2) 補正の目的

積雪不足により年末年始の営業が出来なかったことやシーズン途中

の悪天候等により、当初見込んだリフト使用料収入の確保が難しいこ

とから、リフト使用料収入を減額するとともに、一般会計繰入金等に

ついて増額する財源更正を行うもの。

(3) 補正の内容

牛岳温泉スキー場事業特別会計 歳入 （単位：千円）

歳入区分 補正前の額 今回補正額 補正後の額

事業収入

(リフト使用料)
１００，４５８ ▲３８，６６１ ６１，７９７

一般会計繰入金 ７２，４４１ ３０，２９３ １０２，７３４

市 債 ２９，３００ ０ ２９，３００

財産収入等 ７２８ ８，３６８ ９，０９６

計 ２０２，９２７ ０ ２０２，９２７
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【競輪事業特別会計】

１６ 富山競輪事業について

［公営競技事務所］

(1) 補正額 ▲７８６，７７４千円

財源内訳 競輪事業収入 ▲８５２，０７２千円

財産収入 ▲１４，２８７千円

繰越金 ６２，９５１千円

諸収入 １６，６３４千円

(2) 補正の目的

車券売上に伴う払戻金や委託料等の精算補正を行うもの。

なお、インターネット投票の飛躍的な好調により、平成８年度以来となる

３００億円以上の車券売上収入を見込むことから、事業収益の黒字分を競輪施

設改善事業基金に積み立てるとともに、一般会計への繰出金を増額するもの。

(3) 補正の内容

（歳出予算科目） 競輪費

ア 管理費 １４，２８５千円

イ 開催費 ▲１，７４３，９５５千円

ウ 記念競輪事業費 ▲１３０，３４４千円

エ 競輪施設整備事業費 ２３，２２８千円

オ 競輪事業基金費 ▲２，１５０千円

カ 包括委託事業費 ▲２千円

キ 大阪・関西万博協賛競輪事業費 ▲１７，８３６千円

ク 一般会計繰出金 １，０７０，０００千円
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１７ 指定管理者の指定について

［商工労政課］

［企業立地課］

［観光政策課］

(1) 概 要

現在の指定管理期間が令和８年３月３１日で終了することから、再度、指定

管理者を指定するもの。

(2) 所管施設の指定の内容

(3) 今後の予定

施設の名称 指定期間
指定管理者の

名称

(参考)債務負担

行為限度額(千円)

①

四方チャレンジ・ミニ

企業団地

四方チャレンジ・ミニ

企業団地研修センター

と やま イン キ ュ ベー

タ・オフィス

令和 8 年 4 月

1 日～令和 13

年 3 月 31 日

富山県中小企業

団体中央会
69,000

②
八尾曳山展示館

八尾おわら資料館

令和 8 年 4 月

1 日～令和 11

年 3 月 31 日

一般社団法人

越中八尾観光

協会

78,000

③ 牛岳温泉健康センター
令和 8 年 4 月

1 日～令和 9

年 3 月 31 日

株式会社石橋 －

日程等 内 容

市議会３月定例会

補正案件議決後

指定管理者に指定を通知

指定管理者の告示

基本協定書の締結

令和８年４月１日
年度協定書の締結

指定管理業務の開始
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